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金融庁が指導する事業性評価のベースとなる「顧客ライフサイクルに応じた支援と新規融資を融合
する」「不動産や保証に依存しない新たな融資手法を確立する」を考慮した融資運営方針を確立す
るためには、事業会社が保有する知的財産権（特許や実用新案権等）も含めた事業会社の実情＝定
性評価要素を収集・体系化すると同時に客観的に評価し、最適な提案活動を実践する仕組みを確立
しなければなりません。
特許庁や外部信用調査機関が提供する情報を時系列的に体系化し、更に、当該情報を営業現場の担
当者や本部企画部門、経営層が効果的に活用できるように総合パッケージ化した｢知的資産評価活用
サービス｣として提供いたします。

特許関連情報を検索・収集・蓄積すると同時に金融機関が保有する情報を統合的に体系化する
DB開発要件と情報活用ロジックを一体化して提供する情報活用ソリューションサービス

決算数値や担保の保有状況ではなく、会社が事業を継続し成長する要因を正しく評価する為に必要と
なる「会社の実力」を見極めるには、会社が持っている経営資源（人・モノ・お金・技術・ノウハ
ウ・関係者等）の実情を客観的に評価する体制を整備しなければなりません。
権利として守られている「知的財産権」はもとより、企業が事業を継続できる根拠となる「定性的要
因＝知的資産」を総合的に評価し、当該情報を効果的に活用するノウハウを体系化しています。

知的資産を活用した事業計画策定

保有する知的資産の現在事業活動への影響度見極め
＊更なる活用が可能か否か
＊新たな事業創生が可能か否か
知的資産を総合評価することで、あるべき経営戦略の道
程を体系化する。

情報検索と特許評価スコア設定

保有する知的財産権である「特許（現在登録)」を 「広
さ」「深さ」「注目度」という観点から定量評価し、類似する
特許と比較した優位性を導き出す情報を提供。

知的資産情報を営業活動に活用

顧客情報、格付自己査定情報との連携により、融資案
件発掘・モニタリング先発見等に活用する。
知財担保融資制度への適用等、新たな融資モデルに活
用する。



http://www.hfmc-honda.com/ipe_service/

お問い合わせ先

■詳しくは下記お問い合わせ先まで、ご連絡ください。

株式会社 ＨＦＭコンサルティング
URL：http://www.hfmc-honda.com/
（担当：本田 伸孝）

※このカタログに記載された内容は、改良のため予告なく、仕様を変更する場合があります。あらかじめご了承ください。

【HFMC】「特許評価活用サービス」

〒103-0027 

東京都中央区日本橋堀留町1-3-16
JSBレンタルオフィス日本橋822
TEL／FAX：03-3663-7255

特許評価活用サービス提供機能

サービス導入の基本的マイルストーン

初期導入費用
（税別）

情報活用ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ費用、特許情報一括検索費用、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築総費用
（導入支援・DB構築用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝと利用環境設定を含む総費用）

金融機関様が
必要とする機
能にて御見積
いたします。

月間費用
年間保守費用

特許情報検索機能利用料および特許情報月次更新費用（月額料金）
データベースシステム年間保守およびデータ活用支援（10%）

【サービス標準価格】

▼ご契約 ★稼働

適用
範囲決定

▼要件確定 ▼機器搬入

第1週

HFMC社

DBシステム
設置

お客様

I/Fデータ
作成 DB構築・チューニング

活用コンサル
▼プロジェクトキックオフ ▼I/Fデータ項目提供

運用テスト～試行

検索機能最終調整

導入スケジュール ⇒ “プロジェクト開始から運用開始まで最短２ヶ月間を想定”

第２週

WISDOMAIN社

第３週 第４週 第５週 第６週 第７週 第８週

一括検索
条件設定

▼ネット接続・DB構築

① ② ③

知的資産を活用した「法人営業活動モデル」の基本コンセプトを提供すると同時に、情報面の整備状況と
今後の方針を確認し、事業会社が保有する知的資産を活用した新たな融資運営の考え方を体系化する。
⇒HFMコンサルティング社が提供する情報活用モデルと事業性評価支援ツールを適用する。

知的資産の基本となる「知的財産権＝特許等」の情報を効果的に活用する仕組みとして、情報検索機能を
利用した「金融機関における知的財産権評価機能」を体系化する。
⇒ウィズドメイン社が提供する「特許情報検索・スコアリング」機能を活用する

知的財産権情報をより効果的に活用するために、既に保有している情報と新たに取得した情報を有効的に
関連付け、エンドユーザが様々な角度から活用できるよう情報をデータベース化し実装する。
⇒既存データベースを活用した最適なデータベース構築機能を選択し体系化する

①

②

③

DB設計会社


